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玉ねぎ栽培のコツ

淡路島・緑町農業協同組合

上回善章

淡路島の玉葱栽培は，主に貯蔵用として， 11月から翌

年の 2......__3月にかけて出荷をするものであるから，貯蔵

性の高い品種，また貯蔵性が高くなるように栽培され，

研究されて来た。また品種も在来種から交配程へと，か

わりつつある。

第 1衰栽培型と品種

栽培型 地帯 品種 播種!羽 定植IliJ 収穫期
出荷
販売期

早生栽f音 !波地
貝塚平生 9 上 10下 4下 ~5~' 収穫同H寺
今井早生 9上.rl' 11上 5 中~6_[: 5 中 ~6 ード

淡路中高黄 7 下~10下

貯ぬ栽培 全般 交配種 9 "1_1・下 11 中~12上 6 上 10下~12下

12下~3 下

多収のカギとなる越冬率，抽苔率，球の肥大ともに苗

耕種概要

と 科
~ 
T 第三種郵便物認可 (13) 

の大小に密接な関係がある。

抽苔にある一定の大きさ以上になった苗が， 15
0C以下

の低温にあって花芽分化し，その後の日光と高温によっ

て花茎が伸長して，抽苔する苗が小さければ，低温にあ

っても拍苔をおこさない。

越冬率を高め，大球を得るには大苗を植えるのがよい

のだが，大苗になるほど抽苔率が高くなる。

しかし，全く抽苔の心配のない小苗よりも， 5%程度

抽苔するくらいの大苗を植える方が増収となるので，定

植苗は根部の直径(根元から 4~5c/m くらい上部の

太さ〉が 6~8 弘程度のものがもっともよく， 8務以上も

ある極太苗は，抽苔率も高し、から使わない方がよい。反

対に 4弘以下の細苗は抽苔の心配は少ないが，増収は望

めない。収穫は茎葉が80%程度自然倒伏したときに，晴

天を選んで行なう。貯蔵は吊り小屋に収納する。貯蔵小

屋は幅3.6m長さ5.4m高さ2.7mの大きさが普通で，30cm

間隔に 7段の架木を渡してかける。この小屋で20a (11 

t)の玉葱を貯蔵できる。

(耕種概要は下記のとおり。〉

栽培距離は畦幅135cmで、株間1O~12cmで， 4 条植で10a 

①播種時期 9月20日前後 当り 3， 000~2， 700本植が普通である。

②播種量 10a当り 5~5. 5dl 次に，玉葱栽培上大切な条件として，施肥技術があ

③ 苗床面積 10a 当り 40~50m2 る。玉葱の生理から，栄養生長期と生殖生長期に，パラ

④苗床肥料 1 a当り苦土石灰10kg，窒素2.55kg，燐 ンスのとれた肥料の施用が大切である。このような点か

酸2.1kg，加里1.95kg ら施肥設計(例〉を下に示す。

⑤播種法，種子は苗床3.3nf当り 3.5ml~4. 5mlの割で‘

厚薄なく散播し，軽い腐植土を覆土して潅水する。苗

床の土壌消毒をかね，オーソサイド800倍を3.3nf当り

61程度濯注し，発芽するまではコモを敷いておく。そ

の後間引や土入れ，追肥を本葉2枚程度の時に行う。

病害虫防除は立枯病オーソサイド 800倍，ベト病，

細菌性腐敗病等ダコニール600~800倍を，害虫防除に

はサクチオン乳剤の800倍液を使用する。

定植期の限界としては，平均気温が50C以下になると

発育は止まるから，植付けた苗が，厳寒期までに完全に

活着していることが必要である。 施肥は 1......，2月の乾燥期と土質(和泉砂岩系の砂壌土

定植後，完全に活着するまでに 1カ月ぐらいかかるの および壌土〉などを考慮している。

で，定植は発育のとまる 1カ月前にすますことが必要 特に 2月の乾燥期の施肥と， 3月の肥料吸収の多い栄

で，淡路では，平均気温が 4~50C になるのは 1 月中旬 養生長期に，すみやかに肥効を現わすようにする点と，

以降であるから， 12月中旬頃までに植付を終るようにし 遅ぎきをしないこと (4 月中下旬~5 月頃。遅効きをす

ている。 ると品質や貯蔵性に関係する〉が大切な点ではないかと

次に本田の栽培について述べる。 思う丸。

定植は育首日数5印0~6ωO 日で，草丈2斜4~27c佃mで

径 6~8醐(前にも述べた〉位で， 10∞O本の重さが375~ こと。その後， 4月下旬から 5月bにこωカか、汁トけ7ての雨量によつ
50∞Ogくぐやらいのものを使う。 て施肥する場合がある。

第 2褒施肥基準 (kg) 

追 肥
総量 元肥 N P K 

2月t3月上 4月上

堆)隊肥 1，200 1，200 3.6 2.4 4.8 

玉葱化成 40 40 4.0 8.0 8.0 

燐硝安加里
60 30 30 9.6 6.0 8.4 S 6 0 4 

N K化成 20 20 3.6 2.8 

苦土石灰 100 

Z口入 言十 20.8 16.4 24.0 


